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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成22年5月20日(2010.5.20)

【公開番号】特開2009-132898(P2009-132898A)
【公開日】平成21年6月18日(2009.6.18)
【年通号数】公開・登録公報2009-024
【出願番号】特願2008-280078(P2008-280078)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ 210/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   4/80     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ 210/00    　　　　
   Ｃ０８Ｆ   4/80    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年4月7日(2010.4.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記一般式（Ａ）および／または（Ｂ）で表される金属錯体の存在下、（ａ）α－オレ
フィンと（ｂ）（メタ）アクリル酸エステルを共重合することを特徴とするα－オレフィ
ン・（メタ）アクリル酸エステル共重合体の製造方法。
【化１】

（式（Ａ）、（Ｂ）において、Ｍは、ニッケル（ＩＩ）、パラジウム（ＩＩ）、白金（Ｉ
Ｉ）、コバルト（ＩＩ）、銅（Ｉ）またはロジウム（ＩＩＩ）を表す。Ｘ１は、酸素また
は硫黄を表す。Ｅ１は、リン、砒素またはアンチモンを表す。Ｒ３は、それぞれ独立に、
水素または炭素数１ないし２０のヘテロ原子を含有していてもよい炭化水素基を表す。Ｒ
４は、それぞれ独立に、水素または炭素数１ないし２０のヘテロ原子を含有していてもよ
い炭化水素基を表し、各Ｒ４に含有されるヘテロ原子またはヘテロ原子含有基は０又は１
個である。Ｒ５およびＲ６は、それぞれ独立に、水素、ハロゲン、炭素数１ないし３０の
ヘテロ原子を含有していてもよい炭化水素基、ＯＲ２、ＣＯ２Ｒ２、ＣＯ２Ｍ’、Ｃ（Ｏ
）Ｎ（Ｒ１）２、Ｃ（Ｏ）Ｒ２、ＳＲ２、ＳＯ２Ｒ２、ＳＯＲ２、ＯＳＯ２Ｒ２、Ｐ（Ｏ
）（ＯＲ２）２－ｙ（Ｒ１）ｙ、ＣＮ、ＮＨＲ２、Ｎ（Ｒ２）２、Ｓｉ（ＯＲ１）３－ｘ

（Ｒ１）ｘ、ＯＳｉ（ＯＲ１）３－ｘ（Ｒ１）ｘ、ＮＯ２、ＳＯ３Ｍ’、ＰＯ３Ｍ’２、
Ｐ（Ｏ）（ＯＲ２）２Ｍ’またはエポキシ含有基を表す。Ｍ’は、アルカリ金属、アルカ



(2) JP 2009-132898 A5 2010.5.20

リ土類金属、アンモニウム、４級アンモニウムまたはフォスフォニウムを表し、ｘは、０
から３までの整数、ｙは、０から２までの整数を表す。なお、Ｒ５とＲ６が互いに連結し
、脂環式環、芳香族環、または酸素、窒素、硫黄から選ばれるヘテロ原子を含有する複素
環を形成してもよい。この時、環員数は５～８であり、該環上に置換基を有していても、
有していなくてもよい。Ｒ１は、水素または炭素数１ないし２０の炭化水素基を表す。Ｒ
２は、炭素数１ないし２０の炭化水素基を表す。Ｌ１は、Ｍに弱く配位したリガンドを表
す。また、Ｒ３とＬ１が互いに結合して環を形成してもよい。）
【請求項２】
　下記一般式（Ｃ）で表される金属錯体の存在下、（ａ）α－オレフィンと（ｂ）（メタ
）アクリル酸エステルを共重合することを特徴とするα－オレフィン・（メタ）アクリル
酸エステル共重合体の製造方法。
【化２】

（式（Ｃ）において、Ｍ、Ｘ１、Ｅ１、Ｌ１、Ｒ３およびＲ４は、一般式（Ａ）および（
Ｂ）と同義である。Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３は、それぞれ独立に、水素、ハロゲ
ン、炭素数１ないし３０のヘテロ原子を含有していてもよい炭化水素基、ＯＲ２、ＣＯ２

Ｒ２、ＣＯ２Ｍ’、Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１）２、Ｃ（Ｏ）Ｒ２、ＳＲ２、ＳＯ２Ｒ２、ＳＯＲ
２、ＯＳＯ２Ｒ２、Ｐ（Ｏ）（ＯＲ２）２－ｙ（Ｒ１）ｙ、ＣＮ、ＮＨＲ２、Ｎ（Ｒ２）

２、Ｓｉ（ＯＲ１）３－ｘ（Ｒ１）ｘ、ＯＳｉ（ＯＲ１）３－ｘ（Ｒ１）ｘ、ＮＯ２、Ｓ
Ｏ３Ｍ’、ＰＯ３Ｍ’２、Ｐ（Ｏ）（ＯＲ２）２Ｍ’またはエポキシ含有基を表す。Ｒ１

、Ｒ２、Ｍ’、ｘおよびｙは、一般式（Ａ）および（Ｂ）と同義である。なお、Ｒ１０～
Ｒ１３から適宜選択された複数の基が互いに連結し、脂環式環、芳香族環、または酸素、
窒素、硫黄から選ばれるヘテロ原子を含有する複素環を形成してもよい。この時、環員数
は５～８であり、該環上に置換基を有していても、有していなくてもよい。）
【請求項３】
　有機アルミニウム化合物の非存在下で共重合を行うことを特徴とする請求項１又は２に
記載のα－オレフィン・（メタ）アクリル酸エステル共重合体の製造方法。
【請求項４】
　（ａ）α－オレフィンと（ｂ）（メタ）アクリル酸エステルの共重合体であって、主鎖
のメチル分岐数が主鎖炭素１０００個あたり２個未満であり、かつ、炭素数２以上の炭化
水素基の分岐を持たず、かつ、末端以外の主鎖中に（ｂ）成分が共重合されていることを
特徴とする高度にリニアなα－オレフィン・（メタ）アクリル酸エステル共重合体。
【請求項５】
（ａ）α－オレフィンと（ｂ）（メタ）アクリル酸エステルを共重合体であって、主鎖末
端がエチル基、ビニル基、および（ｂ）成分として共重合に用いた（メタ）アクリル酸エ
ステル由来の一般式（Ｄ）で表される基からなり、かつ、一般式（Ｄ）における炭素－炭
素二重結合が、Ｚ体とＥ体の２種の幾何異性体構造からなることを特徴とするα－オレフ
ィン・（メタ）アクリル酸エステル共重合体。
　－ＣＨ＝Ｃ（Ｒ８）ＣＯ２（Ｒ９）　・・・（Ｄ）
（式（Ｄ）において、Ｒ８は水素または炭素数１～１０の炭化水素基であり、分岐、環、
および／または不飽和結合を有していてもよい。Ｒ９は炭素数１～３０の炭化水素基であ
り、分岐、環、および／または不飽和結合を有していてもよい。さらに、Ｒ９内の任意の
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位置にヘテロ原子を含有していてもよい。）
【請求項６】
　α－オレフィン・（メタ）アクリル酸エステル共重合体が、主鎖のメチル分岐数が主鎖
炭素１０００個あたり２個未満であり、かつ、炭素数２以上の炭化水素基の分岐を持たな
いことを特徴とする、請求項５に記載の高度にリニアなα－オレフィン・（メタ）アクリ
ル酸エステル共重合体。
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